
 
平成２４年７月２日 

保護者の皆様 
大泉北小学校ＰＴＡ会長  東 正子 
避難拠点ＰＴＡ部部長 磯部 美陽 

       

避難拠点部の今年のスローガンは、 

 

目指せ！みんなで協力し合う避難拠点 
 

このスローガンを基に今年の活動を行っていきます。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

大北小には６００名、一日分の備蓄がありますが、この地区の人口は、約１５，０００人です。 

災害救助は最短でも３日後と言われています。 

学校の備蓄庫には飲み水はありません。日頃から各家庭で準備しておきましょう。 

 

 
避難拠点への避難はあくまで最終手段です。在宅避難のためにも備蓄品が必要です。 

（３日分の食料＋水分）×（家族の人数） 

他にも、常備薬・ラジオなど必要に合わせて一ヵ所に置いておきましょう。 

 
 

 
 

   お 知 ら せ 

 

今年の避難拠点防災訓練は 

１０月２０日（土） です。 
 

避難、受付訓練、応急救護などを体験していただきます。 

 

皆様のご参加をお待ちしています。 
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避難拠点だより 
Ｖｏｌ．１ 

自宅が無事で危険が迫っていなければ、避難所に来る必要はありません。 



チャレンジ！水道水が備蓄水に変身☆ 

    
  

空のペットボトルに水道水を入れて保存できる日数は３日間です。 

冷蔵庫に入れても一週間です。 

しかし容器を消毒することで、なんと常温で６カ月保存が可能になります！！ 

消毒はご家庭であるもので簡単にできます。 

 

 

① 手洗い（石鹸と流水で丁寧に洗う） 

 

② 容器を洗浄 

   ☆中性洗剤と水で容器を洗い、洗剤をよく洗い流す 

 

   ☆消毒液を作り（目安として１Ｌの水に、50mlの液体漂白剤）、容器3/4程度 

    まで入れる。 

    容器をよく振り、１～２回逆さまにする。その後２～３分放置する。 

 

③ 消毒液を出し、すすいだ後水道水を静かに口のギリギリまで入れ、 

しっかり栓を閉める。（同じ消毒液で複数の容器の消毒が可能です） 

 

④ 直射日光のあたらない、風通しの良いところに保管する。 

 

この方法で6カ月保存が可能になります。 

 

期限が過ぎても捨てないで 
 期限が過ぎた水は、お風呂やトイレ、掃除、植木などに使えます。 

 

                         豆知識 

            

備蓄容器には、持ち運びのことを考え、10Ｌのタンク、2Ｌ、５００mlのペットボトルなど 

様々な大きさの容器で用意することをお勧めします。 

 

 


